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2 学期制移行後の共通体育柔道における大学生の武道に対するイメージ
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1．はじめに
本研究の目的は、日本の大学における教養科目と
しての体育（以下、共通体育）の中、T大学共通体
育柔道の受講生の武道に対するイメージを把握し、
今後のカリキュラム改善に有効な資料を提示する
ことにある。
共通体育のおこりは 1949 （昭和 24） 年、GHQ（連

合国軍総司令部）の占領政策の下で行われた学制改
革にさかのぼる。このとき制定された大学設置基準
第 22条により、大学では体育が 4単位必修となっ
た。1991 （平成 3） 年には大学設置基準の大綱化が
行われ、各大学がその理念に基づきカリキュラム
を編成することが可能となった。これ以降、多くの
大学において共通体育の単位数減少や自由科目化、
廃止など、共通体育の縮小が行われた。しかしなが
ら、もともと必修であった共通体育の枠は依然とし
て大きく、その拡充は今後のわが国の体育・スポー
ツの振興にとって重要であるといえよう。
こうした中、T大学では共通体育専門のセンター

と多数の専任教員を有し、教育と研究に長年取り組
んできた。近年でも武道種目の拡充注 1）や、受講生
の武道に対するイメージの研究にも力を注いでい
る 1－4）。2011 （平成 23） 年には、石川ら 2）が T大学
共通体育柔道受講生 368名 （2007年度～ 2009年度）
を対象としたイメージ調査を行い、因子分析によっ
て受講生の武道に対するイメージ構造を明らかに

した。
2013年 4月、T大学は 3学期制から 2学期制へ
の改革を行った。これに伴い 1単位の計算方法が変
更となり、実験・実習・実技等は 30～ 45時間（極
力 45時間をなくす）を 1単位とする方針が採用さ
れた注 2）。2学期制移行以前の体育実技は 30回の授
業をもって 1単位と計算していたのに対し、移行後
は 20回の授業を 1単位、10回の授業を 0.5単位と
計算するようになった。授業回数減少の影響を調査
することは、共通体育のカリキュラム改善を検討す
る上で有効な資料になると考えられる。しかしなが
ら、学期制変更前後の武道のイメージに関する研究
は管見する限り見あたらず、こうした点にも本研究
の意義が認められる。

2．方　法
受講生の武道のイメージ構造を把握するため、石
川らが作成したアンケートを用いた（図 1参照）。
質問項目は T大学共通体育柔道（1997～ 1999年

度）の授業終了時に実施した受講生の感想文から柔
道の印象変化に関する記述を抜粋し、KJ法にて 30
項目にまとめたものである。尺度は -3から +3ま
での 7段階になっており、質問項目に対して「全然
感じない」ときは -3、「どちらともいえない」とき
は 0を○で囲む形式になっている。
調査期間と対象は以下の通り。
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期間：2013 （平成 25） 年 4月、6月、10月、12月
　　　春学期及び秋学期の初回及び最終日に実施
　　　対象：T大学共通体育柔道の受講生
　　　配布数：121枚（初回 64枚、最終日 57枚）
　　　有効回答数：84枚（初回 47枚、最終日 37枚）

調査は授業初回時のオリエンテーション後、及び
最終回のまとめの後に行った。なお、調査の前に研
究の目的や方法について説明を行い、合意を得られ
た受講生にのみ調査を実施した。最も有効回答数
の多かった初回の調査結果に対し、因子分析を行っ
た。因子分析には統計ソフトとして SPSSバージョ

図 1　アンケート
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912学期制移行後の共通体育柔道における大学生の武道に対するイメージ

ン 19、因子抽出法として最尤法、回転はプロマッ
クス回転を用いた。

3．結　果
全 30項目に対して主因子法による因子分析を

行った。分析の結果、4因子構造が妥当であると考
え、再度 4因子を仮定して主因子法・プロマックス
回転による因子分析を行った（表 1参照）。

その結果、因子負荷量が 0.3に満たなかった 3項
目を除外し、再度主因子法・プロマックス回転によ
る因子分析を行った。なお、4因子 27項目の全分
散を説明する割合は、49.30％であった。
次に因子のスクリープロットをみると、第 4因子

と第 5因子との間から差が見られなかったため、4
因子構造と判断した（図 2参照）。
最後にパターン行列の結果、因子負荷量が 0.3以

表 1　固有値

図 2　因子のスクリープロット
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上を基準とした。「苦痛」、「激しさ」、「明るさ」の
3項目において他の因子への影響がみられたが、因
子負荷量が大きい方を優先して解釈した。
第 1因子は「活動的」、「豪快さ」、「激しさ」、「硬
派」、「かっこよさ」、「厳しさ」、「危険」の 7項目が
関連していたため、「修行・鍛錬」因子と命名した。
第 2因子は「奥深さ」、「礼節」、「精神性」、「伝統的」、
「苦痛」、「いさぎよさ」、「すがすがしさ」、「美しさ」、
「清潔さ」、「力強さ」の 10項目が関連していたため、
「伝統・爽快」因子と命名した。第 3因子は「楽し
さ」、「親しみやすさ」、「おもしろさ」、「明るさ」、「お
だやかさ」、「難しさ」の 6項目が関連していたため、
「娯楽」因子と命名した。第 4因子は「静かさ」、「神
秘的」、「古さ」、「日本的」の 4項目と関連していた
ため、「平静・神秘」因子と命名した。

4．まとめ
本研究では T大学共通体育柔道受講生を対象に
アンケートを実施し、最も有効回答数の多かった初
回授業時の回答結果に対して因子分析を行い、イ
メージ構造を検討した。
因子分析の結果、「激しさ」や「危険」などの 

「修行・鍛錬」因子、「奥深さ」や「伝統的」などの 

「伝統・爽快」因子、「親しみやすさ」や「楽しさ」
などの「娯楽」因子、「日本的」や「静かさ」などの 
「平静・神秘」因子の 4因子が抽出された。
今後は調査対象の拡大を図り、以下の課題につい
て検討していく予定である。

課題 1　 柔道、剣道、弓道、空手の受講生における
武道に対するイメージの異同

課題 2　 授業回数が武道に対するイメージの変化に
及ぼす影響
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注　記
注 1） 従来の柔道、剣道、弓道、空手の 4種目に

加え、2013（平成 25）年より集中実技として
合気道を新設した。

注 2） 筑波大学教育企画室学期制検討WG（2012）：
筑波大学における授業運営体制の改革に対応
する運用ガイドラインの概要̶2学期制への移
行に伴う教育課程の編成に向けて̶．https://
www.tsukuba.ac.jp/up_pdf/20120607165851001.
pdf
筑波大学 HP学群教育履修要覧 https://www.
tsukuba.ac.jp/education/ug-courses/directory.html
参照。
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